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平成２６年度一般廃棄物（ごみ）処理実施計画 

第 1 章 組合及び施設の概要 
１、組合の概要 
   ・組 合 名  中央広域環境施設組合 
   ・管理施設  ① 中央広域環境センター（ガス化改質炉）阿波市吉野町 
          ② 中央美化センター（資源化施設・２５年度解体完了）吉野川市川島町 
   ・管 理 者  阿波市長 野 崎 國 勝 
   ・構成市町  阿波市・吉野川市・板野町・上板町（２市２町） 
   ・対象人口  吉野川市   ４２,７８７人 （ １５,９９７世帯） 

阿 波 市   ３８,００９人 （ １３,４０９世帯） 
          板 野 町   １３,８４９人 （  ４,９４２世帯） 
          上 板 町   １２,３７２人 （  ４,２９５世帯） 
          合  計  １０７,０１７人 （ ３８,６４３世帯） 

平成２５年７月人口（県統計調査課資料） 
   ・業務分担  収集業務  構成市町（直営、委託、許可） 
          中間処理  中央広域環境センター（可燃、不燃、粗大ごみ） 
          資源化処理 構成市町（ビン・陶器類、缶、ペットボトル） 
          最終処分  構成市町 
 
２、施 設 概 要 
 （１） 【中央広域環境センター】 
   ・施 設 名  中央広域環境センター（ガス化改質炉） 
          〒771－1402 

・所 在 地  徳島県阿波市吉野町西条字藤原７０番地１ 
   ・敷地面積  ３７,１６３.５３㎡ 

   ・事業年度  平成１４年度～平成１６年度 
   ・竣  工  平成１７年７月 
   ・処理能力 
      ○ 可燃ごみ 
           処理方式  ガス化改質一体型処理（サーモセレクト式ガス化改質方式） 
           処理能力  １２０ｔ／日（24 時間×3 ヶ月連続運転可能） 
 

○ 粗大・複合ごみ 
       処理方式  せん断＋回転殴打式破砕機 
       処理能力  せん断機（粗破砕）  ５ｔ／５ｈ 
             破 砕 機（殴打式） １３ｔ／５ｈ 
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① 主要施設方式の概要 
    ・受 入 供 給 設 備：ピット＆クレーン方式 
            ごみ投入扉  ３基 
            ダンピングボックス用投入扉  １基 
    ・燃 焼 溶 融 設 備：サーモセレクト式ガス化改質方式 
            １２０ｔ／２４ｈ 
            酸素製造装置 ３,６００Ｎ㎥／ｈｒ 
            Ｌ Ｎ Ｇ 貯 槽    ８０㎥ 

    ・余 熱 利 用 設 備：ガスエンジン発電機 
     （ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ）         ９００ＫＷ×２基 
 
  ② 設備・能力諸元 
    環境センターの排出ガス及び諸元は下表のとおりである。溶融設備は 24 時間運転である。 
表１ ガスエンジン発電機排ガス煙突 

処 理 方 式 項   目 １２０ｔ／日処理時 

（ガス化改質炉） 
ガスエンジン排ガス 

 煙突高さ  ３１ｍ 
 煙突内筒数   １本 
 湿り排出ガス量（基準ごみ）  ４,７４８Ｎ㎥／ｈ 
 乾き排出ガス量（基準ごみ）  ４,３０３Ｎ㎥／ｈ 
 煙突出口ガス温度   ２４５度 
 煙突口径   ０．４０ｍ 
 流  速 １９．９ｍ／ｓ 

 
表２ ガス焚きボイラー排ガス煙突(ガス焚きボイラー＋熱風発生炉)混合排ガス 

処 理 方 式 項   目 １２０ｔ／日処理時 

ガス化改質炉 
ガス焚きボイラー 

 

 煙突高さ  ３１ｍ 
 煙突内筒数   １本 
 湿り排出ガス量（基準ごみ）  １,３３４Ｎ㎥／ｈ 
 乾き排出ガス量（基準ごみ）  １,１６６Ｎ㎥／ｈ 
 煙突出口ガス温度   ２７２度 
 煙突口径  ０．６４ｍ 
 流  速  １１．８ｍ／ｓ 

 
表３ 平成２５年度 中央広域環境センター搬入ごみ実績量 

搬入ごみの種類 平成２５年度実績量（ｔ） 備 考（対前年比） 

燃やせるごみ ２９,５６２.２６ ９６.４２（０.３３％増） 

粗大ごみ（大型・小型不燃ごみ） ３６８.４９ △６７.２６（１５.４％減） 

搬入量合計 ２９,９３０.７５ ２９.１６（０.１％増） 
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表４ 排出基準等の値 
☆排ガス分析項目 国の基準 施設基準 運転管理値 

ばいじん量 0.04ｇ／Ｎ㎥以下 0.01ｇ／Ｎ㎥以下 ☆ ☆ ☆ 

硫黄酸化物 1,400ppm 以下 20ppm 以下 15ppm 以下 

塩化水素 430ppm 以下 20ppm 以下 15ppm 以下 

窒素酸化物 250ppm 以下 50ppm 以下 35ppm 以下 

ダイオキシン類 0.1ｎg／Ｎ㎥以下 0.01ｎg／Ｎ㎥以下 0.005ｎg／Ｎ㎥以下 

 
 
 
（２） 【中央美化センター】＊平成２５年１０月解体工事完了 
   ・施 設 名  中央美化センター（資源化施設） 
          〒779－3303 

・所 在 地  徳島県吉野川市川島町桑村６０７－２３ 
   ・敷地面積  １８,０１４.２１㎡ 

   ・事業年度  昭和５２年度～昭和５３年度（平成7年度 資源化施設事業） 
   ・竣  工  昭和５４年４月 
   ・処理能力 
      ○ 焼却設備（平成１７年８月より休炉【焼却炉内部洗浄済】） 
           処理方式  全連続ストーカ方式 
           処理能力  ９４ｔ／日（４７ｔ／２４ｈ×２基） 
 

○ 資源化設備（平成２４年３月末休止） 
       ① 金属資源化設備 圧縮機・１０ｔ／５ｈ（アルミ選別・磁選機付き） 
       ② ペットボトル圧縮梱包機・ ２ｔ／５ｈ 
       ③ 破砕機（ビン・陶器） ・３０ｔ／５ｈ 
              

表５ 平成２５年度 中央美化センター搬入ごみ実績量 

搬入ごみの種類 平成２５年度実績量（ｔ） 備    考 

破  砕  物 ０  

圧  縮  物 ０  

ペットボトル ０  

 美化センター搬入ごみ合計 ０  
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第２章 平成２６年度一般廃棄物（ごみ）処理実施計画 
１、 収 集 運 搬 
（１）組合管理施設に搬入される一般廃棄物の種類と処理主体 
   組合の管理する中央広域環境センターに搬入される一般廃棄物は、家庭系ごみと事業系ごみ

である。そのうち、家庭系ごみは①燃やせるごみ、②小型複合ごみ、③大型複合ごみの３種類

で、事業系ごみは①燃やせるごみのみ１種類となっている。各ごみ種別の収集運搬、中間処理、

最終処分の処理主体は以下のとおりである。 
 

表６ 家庭から排出されるごみ（集団回収は除く） 
種  類 収 集 運 搬 中 間 処 理 最 終 処 分 

① 燃やせるごみ 市町（直営・委託） 組   合 組 合（副産物） 

② 小型複合ごみ 市町（直営・委託）  市町・組合  市町・組合 

③ 大型複合ごみ 市町（直営・委託）  市町・組合  市町・組合 

④ 破砕できるごみ 市町（直営・委託）  市町  市町 

⑤ 圧縮できるごみ 市町（直営・委託）  市町  市町 

⑥ ペットボトル 市町（直営・委託）  市町  市町 

 
表７ 事業活動に伴って排出されるごみ 

種  類 収 集 運 搬 中 間 処 理 最 終 処 分 

① 燃やせるごみ 
・市町（直営・委託） 
・許可業者 

・排出事業者 
・組合 ・排出事業者 

・市町 
・組合 

④ 破砕できるごみ ・排出事業者 
・市町 
 ⑤ 圧縮できるごみ 

＊ 事業活動に伴って排出されるごみは、排出者自らの責任において適正に処理することを原則と

する。 
 
表８ 平成２６年度 中央広域環境センター一般廃棄物搬入量予測       （単位：ｔ） 

種   類 家庭系ごみ 事業系ごみ 搬入予想量計 

① 燃やせるごみ ２０,６００ ９,０００ ２９,６００ 

② 小型複合ごみ ３００ ０ ３００ 

③ 大型複合ごみ ２００ ０ ２００ 

    

予 想 量 合 計 ２１,１００ ９,０００ ３０,１００ 
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２、 中 間 処 理 
 
（ア）施設運転計画 

（１） 【中央広域環境センター】 
    ① 搬入ごみの受け入れ 
      ・可燃ゴミ・・・月～金（但し、土曜日の午前中のみ必要に応じて受け入れ） 
      ・小型及び大型複合ゴミ・・・火～金 
表９ 中央広域環境センターへの搬入予定量（再掲）              （単位：ｔ） 

種   類 家庭系ごみ 事業系ごみ 搬入予想量計 

① 燃やせるごみ ２０,６００ ９,０００ ２９,６００ 

② 小型複合ごみ ３００ ０ ３００ 

③ 大型複合ごみ ２００ ０ ２００ 

予 想 量 合 計 ２１,１００ ９,０００ ３０,１００ 

 
② 設備機器の運転 

     １） ガス化改質炉 
        ・24 時間連続運転（3 ヶ月以上連続運転可能）・休止予定３回／年 
     ２） 粗大・複合ごみ前処理設備（せん断・破砕機） 
        ・5 時間／日運転（火～金の運転とし、月曜日は原則として点検調整日とする。  
 
（２） 【中央美化センター】 
 

   ＊平成２５年１０月解体工事完了 
 
 
３、 最 終 処 分 
 
（１）中央広域環境センター副産物予想量 
 中央広域環境センターにおいて廃棄物を処理し、下記の副産物量を処分する。 
 
中央広域環境センター副産物搬出予想量                   （単位：ｔ） 

溶融スラグ 
工業塩 
濃縮塩水 

メタル 
金属塊 

金属水酸化物 硫  黄 副産物合計 

２,４００ 
内保管分 

８００ 

４００ 
８５０ 

５ 
１０ 

３００ ３６ ４,８０１ 

 
 



 - 6 -

４、 排出抑制・再資源化計画 
 
（１）排出抑制の方法 
  ごみの排出、収集に関しては組合構成市町の吉野川市、阿波市、板野町、上板町の２市２町に

おいて実施するものであるが、組合においても構成市町と協力し、次のような啓発事業を行う。 
  ① 施設見学の受け入れ 
    住民の理解と協力を得るため、組合管理施設の視察を積極的に受け入れる。 
  ② 組合及び構成市町が実施するごみ処理行政に協力的な地域、団体等の表彰。 
  ③ ごみ収集カレンダー及び各種啓発パンフレットの作成・配布 


